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2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

◆正確な分布域の把握
◆人々の意識の把握
◆普及啓発
◆現状を打破する方法の検討

◆普及啓発
◆軋轢・被害の予防
◆保護区の拡大
◆地域の利益創出

普及／地域づくり大規模／広域の調査

◆住民参加型プラン策定
◆実行体制構築
◆地域協働保全活動創出

アクションプラン策定



現在の生息状況
✓推定生息頭

16～24頭
（鵜野ほか, 2019）

✓生息分布
高知県・徳島県
剣山系一帯
本州からの個体流入
が期待できない

✓ 30年以上捕獲禁止
しかし、
個体数の回復傾向が
見られない。



個体群に対する規制等

・狩猟禁止措置
1986年（高知県）

1987年（徳島県）

1994年（四国全域）

• レッドリスト
環境省

絶滅のおそれのある

地域個体群（LP）

徳島県

絶滅危惧ⅠA類（CR）

愛媛県

絶滅危惧ⅠB類（EN）

高知県

絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）

•その他（条例）
高知県

希少野生動物種

・広域的な取り組み

2017年 ツキノワグマ四国地域個体群の
保全に係る広域協議会

2020年 ツキノワグマ四国地域個体群
広域保護指針

2021年 四国におけるツキノワグマ
出没対応ガイドライン



国内のツキノワグマの遺伝的な特徴

出典：Ohnishi et al.,2009より改変

東日本グループ
西日本グループ
南日本グループ

国内には３タイプ

紀伊半島と四国を含む
南日本グループに属する

四国は…

出典：森林総合研究所HPより



ツキノワグマの世界的な分布

出典：IUCN (International Union for Conservation of Nature) 2016. 
Ursus thibetanus. The IUCN Red List of Threatened Species. 
Version 2017-1

【VU】危急種

・生息地の消失

・商業的な狩猟・密猟

※例外的に、日本の本州は拡大傾向

IUCN Red List

Island Bear
島嶼部の生息は日本・中国・台湾のみ

ツキノワグマが生息する最も小さい島

・四国（日本） 18,804 km2

・海南島（中国） 33,210 km2

・台湾（台湾） 36,193 km2



1970-1979 1996-2003 2010-2017

第2回自然環境保全基礎調査
(1979)

第6回自然環境保全基礎調査
(2004)

平成30年度中大型哺乳類分布調査
(2018)

生息分布の変化



個体数・分布の減少要因

• 奥地林開発、拡大造林、人工林

•生息環境の減少

• 林業被害、クマ剥ぎ、報奨金

•害獣としての駆除

©林野庁四国森林管理局



生息環境の減少

落葉広葉樹林（ブナクラス域植生）

人工林（スギ・ヒノキ等植林）

市街地・耕作地

※第5回自然環境保全基礎調査植生調査を利用して作成

まとまって残っているのは、

剣山系と石鎚山系だけ

落葉広葉樹林

• 剣山系 約270km2

• 四国全域 約600km2

面積

人工林率
• 全国 約40％

• 四国全域 約60％

四国自然史科学研究センター作成



個体数・分布の減少要因

• 奥地林開発、拡大造林、人工林

•生息環境の減少

• 林業被害、クマ剥ぎ、報奨金

•害獣としての駆除

©林野庁四国森林管理局



四国自然史科学研究センター撮影



四国自然史科学研究センター作成



地域の意識調査 WEBアンケート：高知県・徳島県で各250名（計500名）
2018年1月、2019年10月、2023年3月に実施

Ｑ．四国にツキノワグマが生息していることを知っていますか？
また、絶滅の危機にあることを知っていますか？

⇒約５割は生息を認知、約４割は絶滅の危機まで認知

Ｑ．四国でツキノワグマが絶滅することについてどう思いますか？
⇒５割以上が「四国で生息し続けて欲しい」

★ツキノワグマの大きさ（体重）／食性について
⇒約７割が正しく知らない

Ｑ．ツキノワグマに「怖い」イメージがありますか？
⇒８割以上が「怖い」



地域への情報発信（2020～23年）
主な情報発信内容

 情報交流会 11回

 啓発ブースの出展 １６回

 啓発パネルの展示 11施設

 チラシ配布 3700世帯×５回

 シンポジウム開催 2回

 ドキュメンタリー映像制作

四国で75回以上放映

全国で250回以上放映

 プロジェクトHPの開設

 木頭小学校ふるさと学習

 新聞掲載 ２２回
チラシ（しこくまニュースレター）

啓発ブース出展 啓発パネル＠奥槍戸山の家情報交流会

ドキュメンタリー映像シンポジウム





ISLAND BEAR 
Friendly

• クマと自然の保全活動から生まれる商品・サービス

地域の特産品

森林保全活動

人とクマの軋轢防止活動

• 地域と四国のツキノワグマの繋がりを創出

• 人とクマが共生できる持続可能な地域づくり

• 1
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クマの存在を地域のメリットに



  

木頭図書館 エントランス こどもの読書スペース 

  

クマの本棚 トートバッグ デザイン 

 

• 1
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徳島県那賀町

木頭地区

木頭図書館

◉ クマの生息地にある唯一の
図書館

◉ 館内にはクマの雑貨やサイ
ンを設置

◉ 地域の情報拠点からクマ情
報を発信



2022年12月
木頭クマ祭り＆シンポジウム開催

• 1
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2024年3月2日(土)第2回木頭クマ祭り開催！！



クマ類保護及び管理に関する検討会への期待

 北海道・本州も地域毎に状況が異なるが、四国は更に大きく状況が異な
り、積極的に個体数を増やすための保護施策が必要な危機的状況。

 しかし、自治体と民間だけでは、予算・体制が課題で、科学的かつ効果
的な対策が不十分。この点は他地域と同様。

◼ 地域毎の異なる状況に、科学的かつ効果的に対応が推進される機会に！
⇒国の積極的な支援と関与

◼ 「指定管理鳥獣」指定の検討と同時に、四国地域個体群の「希少鳥獣」
指定や「希少鳥獣保護計画」策定等の検討が必要。
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